
か
わ

お
か

よ
し

ひ
ろ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

河

岡

義

裕

専
攻
学
科
目

ウ
イ
ル
ス
学

生

年

月

昭
和
三
〇
年
一
一
月

略

歴

昭
和
五
三
年

三
月

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
卒
業

同

五
五
年

三
月

北
海
道
大
学
大
学
院
獣
医
学
部
修
士
課
程
修
了

同

五
五
年

四
月

鳥
取
大
学
農
学
部
助
手

同

五
八
年

六
月

獣
医
学
博
士

同

五
八
年

九
月

米
国
セ
ン
ト
ジ
ュ
ー
ド
チ
ル
ド
レ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
テ
ネ
シ
ー
州
）
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー

同

六
〇
年

九
月

米
国
セ
ン
ト
ジ
ュ
ー
ド
チ
ル
ド
レ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
テ
ネ
シ
ー
州
）
助
教
授
研
究
員

平
成

元
年
一
〇
月

米
国
セ
ン
ト
ジ
ュ
ー
ド
チ
ル
ド
レ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
テ
ネ
シ
ー
州
）
准
教
授
研
究
員

同

八
年
一
〇
月

米
国
セ
ン
ト
ジ
ュ
ー
ド
チ
ル
ド
レ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
テ
ネ
シ
ー
州
）
教
授
研
究
員

同

九
年

七
月

米
国
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
獣
医
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
一
年
一
〇
月

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
七
年

四
月

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
感
染
症
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
現
在
に
至
る
）

同

一
七
年

四
月

理
化
学
研
究
所
客
員
主
管
研
究
員
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

同

二
二
年

四
月

京
都
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

八



獣
医
学
博
士
河
岡
義
裕
氏
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
の
分
子
基
盤
解
明
と
そ

の
制
圧
の
た
め
の
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
み
な
ら
ず
、
家
禽
、
ブ
タ
な
ら
び
に

ウ
マ
に
も
感
染
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
起
こ
す
。
一
九
九
七
年
に
出

現
し
たH

5N
1

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
現
在
も
世
界
各

地
で
家
禽
と
野
鳥
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
のH

5N
1

ウ
イ
ル
ス

は
人
に
も
感
染
し
、
致
死
率
は
六
〇
％
に
及
ぶ
。
二
〇
一
三
年
に
は
、
中
国
で

H
7N

9

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
一
四
六
名
の
人
に
感
染
し
、
五
一
名

が
死
亡
し
た
。
中
国
政
府
は
、
生
鳥
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
鳥
を
処
分
し
て
、
本
ウ
イ

ル
ス
の
消
滅
を
宣
言
し
た
が
、
二
〇
一
四
年
及
び
二
〇
一
五
年
冬
季
に
も
人
に

感
染
し
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
六
七
九
名
が
感
染
、
中
二
七
五

名
が
死
亡
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
が
人
に
効
率
よ
く
伝
播
す
る
と
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
至
り
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

し
た
が
っ
て
、
畜
産
経
済
に
多
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
人
の
健
康
被

害
、
特
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
の
観
点
か
ら
脅
威
で
あ
る
。

Ⅰ
�
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
発
現
機
構

一
九
八
三
年
四
月
に
、
米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
、
鶏
に
対
し
て
低
病
原

性
のH

5N
2

ウ
イ
ル
ス
が
分
離
さ
れ
た
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
当
該
農
場
の
鶏

の
間
で
感
染
を
繰
り
返
し
、
同
年
一
〇
月
に
一
〇
〇
％
の
鶏
を
斃
す
病
原
性
を

獲
得
し
た
。
河
岡
義
裕
氏
は
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
、
そ
の
ヘ
マ
グ
ル
チ
ニ
ン

（H
A

）
蛋
白
質
の
た
っ
た
一
個
の
ア
ミ
ノ
酸
置
換
に
よ
り
、
病
原
性
を
獲
得
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
原
著
論
文
１－

２
）。
加
え
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
は
そ
のH

A

が
宿
主
の
蛋
白
質
分
解
酵
素
に
よ
り
開

裂
活
性
化
さ
れ
る
部
位
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
と
そ
の
近
傍
の
糖
鎖
の
有
無
に
よ
り

決
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
３－

６
）
。
こ
れ
ら
の
発
見
は
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
の
分
子
マ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界
動
物
衛
生
機

関
（O

IE

）
に
採
用
さ
れ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
貢
献
し
て
い
る
。

Ⅱ
�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
人
工
合
成
法
の
確
立
と
そ
の
病
原
性
解
析
へ

の
応
用

河
岡
氏
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
人
工
合
成
す
る
技
術
を
開
発
し

た
（
７
、
８
）
。
こ
の
技
術
を
駆
使
し
、H

5N
1

鳥
ウ
イ
ル
ス
が
そ
の
ポ
リ
メ
ラ

ー
ゼ
蛋
白
質
の
ア
ミ
ノ
酸
変
異
に
よ
っ
て
哺
乳
動
物
に
病
原
性
を
示
す
ウ
イ
ル

ス
に
変
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
９－

１１
）
。
ま
た
、H

5N
1

ウ
イ
ル
ス

は
そ
の
構
成
蛋
白
質
に
限
ら
れ
た
数
の
ア
ミ
ノ
酸
変
異
が
生
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
人
か
ら
人
へ
の
伝
播
能
を
獲
得
し
得
る
こ
と
も
示
し
た
（
１２
、
１３
）。
こ

三
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れ
ら
の
発
見
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発

生
予
測
な
ら
び
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
を
講
ず
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
同
氏
は
、
人
の
上
気
道
に
は
人
ウ
イ
ル
ス
の
レ
セ
プ
タ
ー
し
か
存
在

し
な
い
が
、
肺
に
は
鳥
ウ
イ
ル
ス
の
レ
セ
プ
タ
ー
を
発
現
し
て
い
る
細
胞
が
存

在
す
る
こ
と
を
発
見
し
（
１４
）、H

5N
1

鳥
ウ
イ
ル
ス
が
、
人
に
重
篤
な
肺
炎
を

引
き
起
こ
す
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
本
ウ
イ
ル
ス
が
、
人
の
レ
セ
プ
タ

ー
を
認
識
し
て
感
染
し
、
体
内
で
よ
く
増
殖
す
る
た
め
に
必
要
な
ウ
イ
ル
ス
蛋

白
質
の
ア
ミ
ノ
酸
変
異
も
明
ら
か
に
し
た
（
１５
）。
さ
ら
に
、
同
氏
は
、
ス
ペ
イ

ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
人
工
合
成
し
、
本
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症

化
の
原
因
が
、
宿
主
の
異
常
な
免
疫
応
答
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
（
１６－

１８
）。
加
え
て
、
自
然
界
に
は
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
類
似

し
た
鳥
ウ
イ
ル
ス
が
現
在
も
循
環
し
て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス
蛋
白
質
の
わ
ず
か
な

ア
ミ
ノ
酸
変
異
に
よ
り
哺
乳
動
物
へ
の
伝
播
能
を
獲
得
し
得
る
こ
と
を
警
告
し

た
（
１９
）
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
の
ブ
タ
由
来
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ウ
イ
ル
ス
な
ら
び

に
二
〇
一
三
年
に
中
国
に
出
現
し
たH

7N
9

鳥
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肺

炎
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
こ
と
を
世
界
に
先
駆
け
て
報
告
し
た
（
２０－
２３
）。

こ
れ
ら
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

講
ず
る
上
で
重
要
な
知
見
で
あ
る
。

Ⅲ
�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
制
圧

河
岡
氏
が
開
発
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
人
工
合
成
法
を
用
い
て

作
出
さ
れ
た
弱
毒
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
各
国
で
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
生
ワ
ク

チ
ン
株
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。H

5N
1

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
鶏
胚
に
対
す
る
病
原
性
が
強
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
株
と
し
て
は
使
え

な
い
。
同
氏
が
高
病
原
性
鳥
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒
化
と
人
工
合
成
技
術
を
用
い
て

作
出
し
た
弱
毒H

5N
1

ウ
イ
ル
ス
で
製
造
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
臨
床
試
験
で

そ
の
有
効
性
が
証
明
さ
れ
、
日
本
を
含
む
世
界
各
国
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え

て
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
氏
の
研
究
成
果
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

対
策
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
河
岡
氏
は
、
季
節
性
お
よ
びH

5N
1

鳥
ウ
イ
ル
ス
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
特
効
薬
で
あ
る
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
（
タ
ミ
フ
ル
�
）
耐
性
株
の
出
現
を

見
出
し
（
２４－

２７
）、
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
の
有
効
性
が
低
下
す
る
可
能
性
を
警

告
し
た
。
同
氏
は
ま
た
、
新
規
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
二
〇
〇
九
年
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
ウ
イ
ル
ス
、
高
病
原
性H

5N
1

鳥
ウ
イ
ル
ス
、
並
び
にH

7N
9

鳥
ウ

イ
ル
ス
に
有
効
で
あ
る
こ
と
証
明
し
た
（
２０
、
２３
、
２８－

３０
）
。
さ
ら
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
分
節
が
ウ
イ
ル
ス
粒
子
に
取
り
込
ま
れ
る
分

子
機
構
を
解
明
す
る
（
３１－

３５
）
と
と
も
に
、
本
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
に
必
要
な

宿
主
細
胞
因
子
を
同
定
し
た
（
３６－

３８
）。
得
ら
れ
た
成
果
は
新
規
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
開
発
戦
略
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅳ
�
総
括

河
岡
義
裕
氏
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
人
工
合
成
法
と
い
う
画
期
的

三
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な
技
術
を
開
発
し
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性

発
現
機
構
の
基
本
概
念
を
確
立
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
世
界
的
な
貢

献
を
し
た
。
ま
た
、
こ
の
技
術
は
世
界
各
国
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ら
び
に
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
世
界
の
保
健
衛

生
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
同
氏
は
、
基
礎
研
究
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン

開
発
や
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
臨
床
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
発
見
を
行

い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
治
療
の
研
究
・
開
発
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
現
在
火
急
の
問
題
で
あ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ら
び
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
直
接
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
高
く

評
価
さ
れ
る
。

主
要
な
著
書
・
論
文
の
目
録

授
賞
審
査
要
旨
に
引
用
し
た
同
氏
の
原
著
論
文
、
１
〜
３８
を
以
下
に
示
す
。
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